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1月17日未明、阪神・淡路地方を襲った大都市

直下型地震は、神戸に、戦後最悪かつ最大の人的

物的被害をもたらした。

東灘区・灘区・中央区に位置する神戸健康共和

会各院所も物心両面でかつてなく大きなダメージ

を受けた。

しかし、全日本民医連の迅速かつ大規模な支援

の下、各院所は、ほぼ地震発生直後から診療を始

め、まさに超人的な「民医連医療」を展開し続け

て今日に至っている。

その烈しい活動の一端は、既に本年3月「震災

の真ん中で」という記録集にまとめられ、市販も

されて、様々な反響をよんでいる。

しかし 1月17日から約半年を経た今日、現地の

状態はどうか、相変わらず空き地には被災者のテ

ントがあり、青いビニールに覆われた家屋の中で

市民は生活し、学校・公共施設には被災者が存在

し続けている。当然、市民の健康は悪化し、自殺

者も増え、事故死が多発している。まさに人権問

題である。

ところが、中央政府の「復旧復興は自立自助で」

という原則は、末端自治体まで貫かれ、多くのマ

スコミからは「阪神大震災」の文字ぱ消え、日本

国民にとって「阪神大震災」はローカルな問題、

過去の問題になろうとしている。悲しいことであ

る。

そこで、神戸健康共和会記録集編集委員会は改

めて、 1月17日から半年間の「阪神大震災」を、

様々な角度から記録し、分析し、これを編集して

「震災の真ん中で」の続報を世に問うことにした。

識者の皆さんの御批判を賜れば幸いである。

ちなみに、 1971年に制定された東京都の震災予

防条例の前文に「地震は自然現象であるが、地震

による災害の多くは人災」だとある。残念ながら

わが神戸市には、こういう認識がない。ないどこ

ろか震災予防条例さえもないのである（災害一般

の対策の中に地震もその 1つとして含まれている）。

だから私は、市当局や市会議員の皆さんに申し

上げたい。

「地震は天災だが、震災は人災だ」という認識

をもって、「従来のお役所仕事の延長線上ではな

く、被災者の期待にこたえうる血のかよった行政」

を要望しておきたい。

最後に、私は、共和会戦員の皆さん、支援をい

ただいた全日本民医連の眠員の皆さんとボランテ

ィアの方々、出先で市民の批判を浴びながらも、

四苦八苦努力しておられる自治体戦員の方々に、

心から敬意を表しておきたい。


